



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































悩む	（　　 同　　  一書第四）
神退
さ
去りましぬ	（　　 同　　  一書第五）
化
か む さ


































































































































































































































































































































































































































































































































































































や そ く ま で
十坰手に隠りて
侍
さもら
ひなむ。」と述べて退場してゆく。（『古
事記』上巻。『日本書紀』神代下本文、一
書第二もほぼ同様の記述。）この「八十坰
手」が何を意味するかについては、本居宣
長以来諸家諸説あるが、神話の語られて
いる表舞台から、幽界へ退隠したことは間
違いない。
注（11） この歌については、3191番の歌の異伝で
あろうという説（五味智英ほか校注『万葉集
　三』岩波書店　1960年）があり、そうだと
すれば、挽歌ではない。
注（12） 火葬については、それが普及するのは、『続
日本紀』「文武天皇四年三月己未」の条の
記述に従い、同年（700年）の僧道昭の仏
式火葬以降と考えるのが、一般的である。
注（13）　「隠る」は、上代四段にも下二段にも活用し
た。　　
注（14） 本居宣長は、天照大御神の岩戸隠れを死
と解するのは「漢
カラ
意
ゴコロ
の推
オシ
度
ハカリ
にて、いみじき
邪
ヨコサマゴト
説なり」と断じているが、宣長としては
珍しくその合理的根拠を示していない。（『古
事記伝』『本居宣長全集　第九巻』筑摩書
房　1968年）
注（15） 引用する『日本書紀』の訓読は、坂本太郎
ほか校注（岩波書店　1967年　卜部兼方
本）による。
注（16） 旧来の諸説について、松村武雄（『日本
神話の研究　第二巻』第四章「神生み神
話」培風館　1955年）は、9説等に整理し
ているほか、話の枠組みについて、大林
太良（『日本神話の構造』　弘文堂　1974
年 ほか）は、印欧語族に広く分布する天
界の王位神話の痕跡を、吉田敦彦（『アマ
テラスの原像』　青土社　1987年 ほか）
は、印欧神話の中でもオセット叙事詩との
モチーフ的相関を指摘している。
注（17） 倉野憲司『古事記』、尾崎暢殃『古事記全
講』（加藤中道館　1966年）。なお、この
場面での鎮魂祭的側面と死と復活にかかわ
る問題については、後述する。　 
注（18） 後述するように「神あがる」は、神、天皇、
貴人に限定した死を表す表現である。また、
「石門を開き」は、当時の陵墓の石室の羨
道のイメージと重ねる意図をもつ表現と見る
のが、この歌の解釈についての通説である。
注（19） ほかにも、「隠
こも
る」には、実際の墳墓への
葬送を踏まえた次のような挽歌もある。
豊国の鏡
かがみのやま
山の石
い は と
戸立て隠りにけらし待
てど来まさず（『万葉集』巻第三　418番）
注（20） 五
いつ
瀬
せの
命
みこと
（神武天皇の兄、神武記）、 倭
やまと
武
たけるの
命
みこと
（景行記）、息
おき
長
ながたらし
帯日
ひ め の
賣 命
みこと
（神功
皇后）及びその御子（応神天皇、仲哀記）、
宇
う
遲
ぢ
能
の
和
わ
紀
き
郎
いらつ
子
こ
（応神天皇の皇太子、応
神記）の5例
注（21） 唯一の例外は、神功皇后（氣長足姫命）の
薨去をカムアガリマシヌと訓んでいることで
あるが、『日本書紀』は仲哀紀とは別に神
功皇后について一巻を立てているので、扱
いは天皇に準じている。それ以外は、カム
サルと訓んでいて、その用例は、日本武尊
（景行紀）、飯
いひどよの
豊 青
あをの
尊
みこと
（顕宗紀）、皇
き さ き
后
橘 仲
なかつ
皇
ひめみこ
女（宣化紀）の3例である。
　　 　なお、『古事記』の「崩」について、表記
の対象によりカムアガルとは訓まずにカム
サルと訓む考え方は当然ある。そうした訓
み分けの立場に立つならば、「崩」をカム
アガルと訓む例は減少する。
 　また、『日本書紀』の「崩」「薨」等の使い
分けは、『令義解』にある「親王及三位以
上稱薨」「五位以上及皇親稱卒」「六位以
下達於庶人稱死」等『大宝令』にあったと
56
推測される定めを反映したものであろうこと
は、『万葉集』などの表記と同様である。
注（22） 同語異表記説については、佐佐木隆「『万
葉集』のうたの文字化」（『文学』第44巻第
5号　岩波書店）
注（23） 堀一郎「万葉集にあらはれた葬制と他界観
について」（澤潟久孝編『万葉集大成　第
8巻』平凡社　1954年）
注（24） こうした天上他界観が我が国でいつごろ形
成されたかについては諸説あるが、我が
国に本来根付いていたものではなく、高文
化圏からの移入と見る立場からは、例えば
大林太良は、この他界観の我が国への流
入時期の上限を、天孫降臨神話とともにア
ルタイ系の支配者文化が流入した時期に
求めている。（大林太良「民族学から見た
神道―他界観を中心として―」『神道宗教』
第37号）
注（25）  『古事記』の成立年代については、その序
文の真偽を含めて古来諸説あるが、いまは
和銅5年と記す序文に拠る通説に従う。
注（26） 原文「死」に対して、ウセタマヒヌなどと訓
む例が2例あるが、確例とはならない。
注（27） 大野晋ほか『岩波古語辞典』岩波書店　
1974年　中田祝夫ほか『古語大辞典』
注（28） この2例のほかに題詞の最後に、通例
「 死
みまか
りぬ」と訓む例がある。
注（29） 鎌田正　米山寅太郎『大漢語林』大修館
書店　1993年
注（30） 折口信夫「大嘗祭の本義」『折口信夫全
集　第三巻』　中央公論社　1955年　　
「上代葬儀の精神」『折口信夫全集　第
二十巻』　中央公論社　1956年
注（31） 伊波普猷「南島古代の葬儀」『民族』第二
巻第5号　「南島古代の葬儀補遺」『民族』
第二巻第6号
 大場磐雄「葬制の変遷」竹内理三編『古代
の日本　2風土と生活』角川書店　1971年
 松前健『日本神話の新研究 』桜楓社　
1981年
注（32） 野村精一校注『和泉式部日記　和泉式部
集』新潮社　1981年
注（33）　『日本書紀』にはこのほかに、大
おほさざきの
鷦鷯 尊
みこと
（仁
徳天皇）が太子菟
うぢのわきいらつこ
道稚郎子の自死の三日
後に、太子の屍に跨って三度呼んだところ、
一時蘇生したという話が、仁徳天皇即位前
紀に記されている。
注（34） 松村武雄『日本神話の研究　第四巻』第
四章「古典神話における霊格観」培風館　
1958年
 折口信夫「霊魂の話」『折口信夫全集　第
三巻』　「原始信仰」『折口信夫全集　第
二十巻』　
注（35） フレイザー『金枝篇　第二巻』第十八章
「霊魂の危難」永橋卓介訳　岩波書店　
1951年
注（36） 肉体を離れた魂については、ヤマトタケル
ノミコトの白鳥化生説話（景行記、景行紀）
やホムチワケノミコの説話（垂仁記、垂仁
紀）等に見られる魂と鳥の関係、また、フ
レーザーが広汎な分布例を報告した外魂
思想（『金枝篇　第五巻』第六十七章「民
俗に現れた外魂」）等、この稿では触れ得
なかった論題が少なくない。
注（37） 崎谷満は、『DNAでたどる日本人10万年
の旅』（昭和堂　2008年）の中で、後期旧
石器時代以降金属器時代に至る2万年近
い期間に、六つのヒト集団が我が国（本州・
四国・九州）に流入したことを、DNA多型
分析により確度の高い仮説として提起した。
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